
むじゃきなコレクション
美術のなかのこどもたち ㈭ ㈰

これくしょん・ぎゃらりい

　あどけなく、かわいらし
い表情。邪心のないふるま
い。小さなこどもたちの存
在に、私たち大人が目も心
も奪われてしまうのはなぜ
でしょう？ 自らの幼かったこ
ろの記憶と重ねあわせるた
めでしょうか？ それとも、
もっと根源的に、人間の純
粋で無垢な状態を、こ
どもの姿に見いだす
ためでしょうか？

　美術作品に
おいても、こ
どもの姿は
さまざまな
作家によっ
てとらえら
れてきま
した。そこ
には、幼気
なこどもを
慈しむ愛情
とともに、自
身の幼少期を
懐かしむまな
ざしが存在して
いるように感じら
れます。
　夢や遊びなど、こども
の世界を想わせる作品も
みられます。あちこちで
拾って来たがらくたも、か
わいがりすぎてぼろぼろに
なった人形も、みんな寝静
まった夜の星空も、大人に
とっては何でもないような
物事や時間が、きらきらと
した宝物だったあのころ―。

そうした作品からは、作者
のなかに生きつづけるゆた
かな童心が垣間みられるよ
うです。
　さらに、こどものイメー
ジは、小さな生命の象徴と
してもとらえることができ
ます。こどもたちの存在
は、その無垢さゆえに、私
たちの心を打つ尊さをも
秘めているのです。

　この展覧会で
は、こうしたこど
もをモティーフ
とした作品や、
童話の一場
面のようなイ
メージをご
紹介します。
絵画や版画、
立体造形な
ど多彩な分
野の作品によ
り、こどもがも
つ愛らしさや純
真さへとつなが
る創造の世界にご
案内します。
　本紙のタイトル「カ

ンドーレ（純白、無邪気）」
にも託されているように、
私たちも、こどものように
真っさらな心を見失わず、
美術のゆたかさ、大切さを
お伝えしつづけたいと願っ
ています。

いたいけ

渡会純价
《おもちゃの時間》1968（昭和43）年
軽やかな線描が、作者の遊び心をうかがわせます。
猫の背中に乗っているのはお気に入りだったお
人形でしょうか。

田中針水
《子供之図》1967（昭和42）年
真っ白な服を着たこどもたち。彼らをつ
つみこむ、陽だまりのように暖かいまな
ざしが感じられます。

国松登
《星月夜》
1991（平成3）年
月の夜、静かにたたず
むゾウの親子。星々
の下には人間の母子
も描かれます。

ジャン=フランソワ・ミレー
《母親の用心》1862年
我が子を案じる母親の姿には普遍的な
慈愛のかたちが表現されています。
※表紙作品

竹内健
《フライルフトクール》
1936（昭和11）年
病をいやすこどもたち。明るく咲きほこる花々。
さまざまな生命を色彩ゆたかに描きだした作品です。


